

























て中心的な役割を果たしている『中国語教育』の論文（2003 年の 1 号から 2017 年の 15 号










以下、第 2 節では先行研究について述べ、第 3 節では分析対象と分析手法について述べ
る。そして、第 4 節と第 5 節においては、調査結果の報告とそれに対する考察を述べる。
最後の第 6 節では、まとめと今後の課題について述べる。 
 
2. 先行研究 

















では、リスニング教材における練習の在り方について検討している。    
 第 3 に、練習形式に焦点を当て、それぞれの良さや限界、注意点などに関する研究であ
る。例えば多肢選択問題（刘 1996）や文完成問題（刘 1999）などがある。 
 第 4 に、特定の文法項目との関連で行う研究である。例えば、中国語学習者にとって、
習得が難しいとされる「把」の文型に関して、どのような練習問題を考えたらよいかに関
する研究（刘・汪 2003）がある。 
 第 5 に、その他の観点、例えば、練習の有効性に関する研究（杨 2010）や、教科書評価
との関連で述べている研究（赵 1998）、学習ストラテジーと練習の関係に注目した研究（陈・













                                                     



































                                                     
2 清原（2015）で述べているように、第二外国語としての中国語は一般に週に１～２コマ（１コマ 90 分）
×1 年間（30 回）程度の時間数しかなく、1 クラスあたりの学生数も多くなりがちである。このことに関し
ては、4 節・5 節でさらに詳しく述べていく。 
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【表 1】調査対象の初級中国語教科書 
NO. 著者 教科書名3 出版社 初版と再版 
1 日下恒夫・史彤岚 ちょっとまじめに中国語 同学社 2001 年、2012 年第 9 刷 
2 児野道子・鄭高詠 楽楽中国語 郁文堂 2002 年、2004 年第 6 刷 
3 刘颖・喜多山幸子・松田かの子 1 冊目の中国語会話クラス 白水社 2008 年、2015 年第 9 刷 
4 杨凯荣・张丽群 新・中国語の船出 
朝日 
出版社 











白水社 2009 年、2016 年第 21 刷 
7 竹島金吾・尹景春・竹島毅 




2016 年第 16 刷 
8 内田慶市・张轶欧 極める中国語 同学社 2012 年、2017 年改訂版 






2009 年、2012 年第３刷、 
2016 年改訂版 












である。詳細は第 4 節で紹介するが、今回の 12 冊の教科書の中では、全部で 890 もの練習






                                                     




 ステップ③、12 冊の教科書における練習の情報をすべてまとめる。 
 ステップ④、先行研究の知見を援用しつつ、ステップ③の全体情報について分析を行う。 
 以下では、本研究での教科書の練習項目についての集計方法を紹介する（表 2）。 
 
【表 2】教科書練習項目の集計方法 
教科書名 練習項目 数量/課 種類/課 
船出 




③発音を聞いて、ピンインで書きとりなさい。 1 1 
④次の日本語を中国語に訳しなさい。 1 1 
計  数量/冊 種類/冊 
16 課 4×16=64 問 4 種類 





②中国語に訳しましょう。 1 1 
③暗唱しましょう。 1 1 
④絵を見て答えましょう。 1 1 
計  数量/冊 種類/冊 
10 課 4×10=40 問 4 種類 
 
表 2 では、『船出』と『10 課』を例に説明している。『船出』は全部で 16 課あり、それ
ぞれの課の練習はすべて①～④の形式である。練習項目の量は課によって異なることなく、
すべて同じである。そのため、この教科書では全部で 4 種類の練習項目があり、全体項目
数が 64 となる。また、『10 課』も『船出』と似た構成であり、全部で 4 種類の練習項目が
あり、全体項目数が 40 である。 
では、2 冊の情報を統合するとどうなるかを見よう。練習の量は、64 問＋40 問＝104 問
になるが、練習の種類は、『船出』の①と④が、それぞれ『10 課』の①と②と同じタイプの




 この節では、文法項目数と練習項目数を中心に述べる（表 3）。 
表 3 では、今回の調査対象となった 12 冊の教科書の基本データを示している。表 3 の最
後の 1 行の「平均」を見るとわかるように、12 冊の教科書は平均で 16 課からなっており、
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本文、文法、練習の頁数の比が 1.3:1.3:1.7 となっている。また、１課の文法項目数は平均
4.2 で、それに対して、1 課の練習項目数の平均は 5.3 で、課の練習項目数を課の文法項目















ポイント 16 1 2 1 3 6.8 2.27 
1 冊目 15 1 1 2 4 8.1 2.03 
はじめまして 12 1 2 1 4 6.9 1.73 
ともだち 21 1 1 2 3 5 1.67 
キャンパス 18 1 1 1 4 5.1 1.28 
極める 12 2 2 2 5 6.2 1.24 
話せる 10 1 2 3 6 7 1.17 
10 課 10 1 1 2 4 4 1.00 
一歩 13 1 1 1 3 2.8 0.93 
楽 11 2 1 2 5 4.3 0.86 
船出 16 2 2 2 5 4 0.80 
まじめ 16 2 1 1 4 3 0.75 
平均 16.2 1.3 1.4 1.7 4.2 5.3 1.26 
 
 また、さらに細かく見ると、12 冊の教科書において、「課練習数/課文法数」が一番大き
いものが 2.27 で、一番小さいものが 0.75 となっている。つまり、教科書の練習項目数は、
多くても 1 文法項目に対して 2 項目の練習問題で対応しており、少ない場合は、1 文法項目
に対して 1 項目にも満たない練習問題で対応している。また、1 未満と 1～2 と 2 以上の教
























キャンパス 4 5.1 1.28 92 24 4.7 
楽 5 4.3 0.86 47 16 3.7 
1 冊目 4 8.1 2.03 121 21 2.6 
一歩 3 2.8 0.93 37 6 2.1 
はじめまして 4 6.9 1.73 83 11 1.6 
極める 5 6.2 1.24 74 9 1.5 
ポイント 3 6.8 2.27 109 9 1.3 
ともだち 3 5 1.67 105 5 1.0 
話せる 6 7 1.17 70 7 1.0 
船出 5 4 0.8 64 4 1.0 
まじめ 4 3 0.75 48 3 1.0 
10 課 4 4 1 40 4 1.0 
平均 4.2 5.3 1.26 74.2 9.9 1.9 
 
教科書練習項目数の平均が 74.2 であり、最も多いのは『1 冊目』の 121 問で、最も少な
いのは『一歩』の 37 問である。両者の間には実に 3 倍以上の差がある。また、12 冊のう
ち、平均 74.2 以上の教科書は 5 冊で、平均以下の教科書は 7 冊であった。これらの教科書
の多くは、1 年間の使用を想定しており、年間 30 コマの授業で平均 74 問の問題で考える
と、1 コマ 90 分の授業において、教科書が用意した練習は 3 問未満であるということにな
る。  
さらに、種類で見ると、平均 9.9 種類で、最も多いものが『キャンパス』の 24 種類で、
最も少ないのが『まじめ』の 3 種類である。両者の間には実に 8 倍もの差がある。また、「種
類/課練習数」という項目を見ると、平均が 1.9 であることがわかる。この数字は大きけれ
ば大きいほど、教科書全体の練習形式の多様性があることを示している。 
 例えば、『10 課』『まじめ』『船出』『話せる』『ともだち』の 5 冊の場合、5 冊ともに、「種














いて紹介する。表 5 では、割合の多い順に練習形式を並べている。 
 
【表 5】教科書練習の形式について 
多い順 練習形式 量 割合 割合 




② 置き換え練習 101 11.3% 
③ 単語を並べかえ、文を完成させる 71 8.0% 
④ 文、会話の朗読、もしくは暗唱 70 7.9% 
⑤ CD を聞き、ピンインを付け、漢字を書く5 55 6.2% 
⑥ CD を聞き、問題に答える 54 6.1% 
⑦ CD を聞き、正しい答えを選ぶ 51 5.7% 




⑩ 指示に従って、文の形を変える 41 4.6% 




⑫ 指示に従って、絵を見て質問に答える 26 2.9% 
⑬ 問題を読み、質問に答える6 22 2.5% 
⑭ 教科書会話に基づいて、質問に答える 21 2.4% 
⑮ CD を聞いて単語を覚える 20 2.2% 
⑯ 翻訳（中国語→日本語） 18 2.0% 
 ⑰ CD を聞いて、質問を書き取り、その後答える 12 1.3% 
⑱ 以下の漢字を正しく書く 12 1.3% 
⑲ 日本語の指示に従って、文の空欄を埋める7 11 1.2% 
⑳ 絵を見て単語を覚える 10 1.1% 
㉑ 以下の漢字を使って、8 つのフレーズを作る 10 1.1% 21～32





㉒ 提示の質問を使って、相手に質問する8 8 0.9% の割合
3.5% ㉓ 絵を見て空欄を埋める（結果補語を埋める） 4 0.4% 
㉔ 相手と挨拶をし、自己紹介を行う 1 0.1% 
㉕ ピンインと簡体字を使って、名前と学校名を書く 1 0.1% 
㉖ 以下の文の「吧」の使い方を判断する 1 0.1% 




㉙ CD を聞き、絵を見て日本語文を書く 1 0.1% 
㉚ CD を聞き、指示に従い、文を作る 1 0.1% 
㉛ 例にならって、絵を見て買い物の練習をする 1 0.1% 
㉜ 例にならって、値引きの練習をする 1 0.1% 
計  890 100％ 100％ 
 
表 5 を見てわかるように、12 冊の教科書における練習項目の総数は 890 であり、種類は
トータルで 32 種類にまとめることが出来る。 
トータルで 32 種類の練習があり、多いように見えるが、実はトップ 10 だけで全体の 7
割以上を占めている結果となっている。具体的に言うと、1 位から 10 位までの練習が全体
のおよそ 75.5％を占めており、11 位から 20 位までの練習が 21％、そして、21 位から 32
位までの練習が 3.5％を占めている。このことはどの教科書にも共通してみられる練習が多
くあることを意味している。 
























 また、2.1 節でも紹介した郭他（1995）では、練習設計の原則について「4 つのなければ
ならない」を提示し、教科書の練習を考える際に、学習者や教師、授業活動、技能訓練な
どの要素をすべて考慮する必要があると主張している。 




















 陈・杨（2015）では、アメリカ、日本、韓国の 3 か国で広く利用されている中国語教科
書9の練習について、練習に見られる学習ストラテジー10の相違という観点で比較分析を行




























































































習の量が少ない、また、年間 30 コマの時間に対して、練習の量が少ない、この 2 点である。 
 また、練習の種類に関しても、とても豊富であるとは言えず、学習者に飽きられてしま
う恐れがあり、学習効果に悪い影響を来たす可能性が十分にあると思われる。 
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した原稿に修正を加えたものである。なお、本研究は平成 29 年度大分県立芸術文化研究費
特別枠の補助を受けた。 
